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(百万円未満切捨て)
１．平成28年５月期第２四半期の連結業績（平成27年６月１日～平成27年11月30日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

28年５月期第２四半期 21,363 10.6 499 △4.3 422 2.7 588 507.8

27年５月期第２四半期 19,307 5.0 522 △28.7 411 △32.9 96 △49.7
(注) 包括利益 28年５月期第２四半期 584百万円( 489.2％) 27年５月期第２四半期 99百万円(△50.7％)
　

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

28年５月期第２四半期 65.40 64.17

27年５月期第２四半期 10.76 10.66
　

　

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

28年５月期第２四半期 27,450 6,455 20.5

27年５月期 24,225 5,811 23.0
(参考) 自己資本 28年５月期第２四半期 5,636百万円 27年５月期 5,574百万円
　

　

　

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

27年５月期 － 0.00 － 16.00 16.00

28年５月期 － 0.00

28年５月期(予想) － 14.00 14.00
　

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無
　　

　

３．平成28年５月期の連結業績予想（平成27年６月１日～平成28年５月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 47,000 19.0 1,270 11.1 1,025 2.7 650 185.2 72.17
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無
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※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 無

　 (連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

新規 －社（社名） 、除外 －社（社名）
　

　

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有
　

（注）詳細は、添付資料５ページ「四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用」をご覧ください。
　

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無
　

（注）詳細は、添付資料５ページ「会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示」をご覧ください。
　

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 28年５月期２Ｑ 9,006,380株 27年５月期 9,004,460株

② 期末自己株式数 28年５月期２Ｑ －株 27年５月期 －株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 28年５月期２Ｑ 9,005,414株 27年５月期２Ｑ 9,001,885株
　

　

※ 四半期レビュー手続の実施状況に関する表示
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づくレビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点にお
いて、金融商品取引法に基づく四半期連結財務諸表に対するレビュー手続は終了していません。

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断
する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は
様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注
意事項等については、添付資料４ページ「連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第２四半期連結累計期間（平成27年６月１日～平成27年11月30日）におけるわが国経済は、海外経済の先行き不

透明感はあるものの、企業収益の回復や雇用情勢の改善傾向が続き、緩やかな回復基調で推移いたしました。

調剤薬局業界におきましては、周辺業種からの参入等により競争が激化していることに加え、医療費抑制等の社会

的要請を背景に後発医薬品の使用拡大及びセルフメディケーションに対する取組み強化、並びに厚生労働省の発表し

た「患者のための薬局ビジョン」への対応等、一層の経営努力が求められる事業環境となっております。

当社グループは、このような情勢のもと、引き続き面対応店舗を含む新規出店による事業基盤の拡大を図るととも

に、地域医療（在宅医療及び施設調剤）、後発医薬品使用拡大及び電子お薬手帳の普及を一段と推進することにより、

事業環境への対応に努めております。また中期経営計画のテーマに沿い、セルフメディケーションに対する取組み強

化や健康保険制度外事業の拡大を目的として、平成27年10月１日にヒグチ産業株式会及び株式会社ファミリーマート

との合弁会社である薬ヒグチ＆ファーマライズ株式会社を立ち上げ、ドラッグストア事業へ本格的に参入いたしまし

た。

当第２四半期連結累計期間における業績は、売上高は21,363百万円（前年同期比10.6％増）、営業利益は499百万円

（同4.3％減）、経常利益は422百万円（同2.7％増）、親会社株主に帰属する四半期純利益は588百万円（同507.8％増）

となりました。

売上高につきましては、薬剤料売上高の増加を主な要因として既存店が堅調に推移したことに加え、前連結会計年

度以降に開局等をした店舗及び本年に入り取得した株式会社川口薬局並びに株式会社ドゥリームの売上高が増収に寄

与いたしました。

利益面につきましては、薬ヒグチ＆ファーマライズ株式会社の連結子会社化に伴い発生した費用や採用並びに研修

に係る費用の増加を主な要因として営業利益は減益となりました。そして、休局する店舗の建物及び構築物、並びに

土地等に係る減損損失126百万円を計上する一方で、薬ヒグチ＆ファーマライズ株式会社の連結子会社化により、負

ののれん発生益590百万円を計上したため、親会社株主に帰属する四半期純利益は大幅な増益となっております。

セグメントごとの業績は次のとおりであります。

なお、当第２四半期連結累期間におきましては、経営資源を集約し経営の効率化と事業基盤の一層の強化を図るた

め、平成27年９月１日付でファーマライズプラス株式会社と株式会社三和調剤を合併し、前社を存続会社として事業

統合いたしました。

(調剤薬局事業)

当第２四半期連結累計期間における調剤薬局店舗は、19店舗増加、３店舗減少の純増16店舗で、当第２四半期連結

累計期間末時点において当グループが運営する店舗数は243店舗となりました。増加した19店舗の内訳は、連結子会

社化した株式会社ドゥリームの４店舗（沖縄県）、同じく薬ヒグチ＆ファーマライズ株式会社の10店舗（東京都８店

舗、大阪府２店舗）、ファーマライズ株式会社が事業譲受により取得した１店舗（東京都）及び新規開局の４店舗

（元浜町店（滋賀県）、陸別薬局（北海道）、用賀店（東京都）、旭町店（北海道））であります。

薬局運営面につきましては、①地域医療（在宅医療及び施設調剤）、②後発医薬品推進の取組みを引き続き強化し

ております。また新中期経営計画の基本方針に沿い、③面対応店舗の展開、④一般用医薬品や健康食品等のセルフメ

ディケーション関連商品の販売及び健康支援イベント等も実施するセルフメディケーション・サポート店舗展開に向

けての取り組みを継続的に推進しております。

これらにより、当第２四半期連結累計期間における調剤薬局事業の業績は、売上高は20,226百万円（前年同期比

11.1％増）、セグメント利益は646百万円（同3.4％増）となりました。

　なお、経営の効率化と事業基盤の強化を図るため、平成27年９月１日付で株式会社エシックス（新潟県内で５店舗

運営（平成27年８月末日時点））に、ファーマライズ株式会社が新潟県内で運営する３店舗及び株式会社みなみ薬局

が同県内にて運営する７店舗を統合しております。

（医学資料保管・管理事業）

医学資料保管・管理事業は、調剤薬局事業の周辺業務として、株式会社寿データバンクが手掛ける紙カルテやレン

トゲンフィルム等の保管・管理事業であります。現時点における当該事業環境は、全国の病院において震災対応や業

務効率化のための建替・移転が活発に行われていること等を背景として、医学資料の保管・管理需要は継続的に発生

しておりますが、一方で保管年数の短縮化等の経費削減の動きも引き続き一部において見られます。

このような環境下、当第２四半期連結累計期間における業績は、売上高は392百万円（前年同期比1.9％減）、セグ

メント利益は57百万円（同6.7％減）となりました。今後とも新規需要の獲得に向け積極的な営業活動を展開してま

いります。
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(その他)

その他の事業の主な内容は、北海道ファーマライズ株式会社がＪＲ札幌駅内の「ＪＲタワーオフィスプラザさっぽ

ろ」で運営する医療モール経営事業、同社による化粧品等販売事業、ファーマライズ株式会社の子会社である株式会

社レイケアセンターによる人材派遣事業、新世薬品株式会社の子会社である有限会社エス・アンド・エスで行ってい

る文具等の販売事業、ファーマライズプラス株式会社及び新世薬品株式会社によるコンビニエンスストアの運営事業

等であります。

その他の事業における当第２四半期連結累計期間の業績は、売上高は743百万円（前年同期比5.7％増）、セグメン

ト利益は19百万円の損失となりました。セグメント利益の損失は、医療モール経営事業は好調に推移しております

が、薬ヒグチ＆ファーマライズ株式会社の株式取得に係る費用を計上したことに加え、コンビニエンスストアの運営

事業が引き続き採算改善の途上にあることが主な要因であります。

なお、当第２四半期連結累計期間に薬ヒグチ＆ファーマライズ株式会社を連結子会社化したことにより、調剤薬局

を併設していないドラッグストア店舗が65店舗（茨城県１店舗、千葉県２店舗、東京都22店舗、神奈川県７店舗、石

川県１店舗、京都府４店舗、大阪府22店舗、兵庫県２店舗、和歌山県１店舗、香川県２店舗、佐賀県１店舗）増加い

たしました。

　

（２）財政状態に関する説明

　（資産）

当第２四半期連結会計期間末における資産の残高は27,450百万円となり、前連結会計年度末残高24,225百万円に対

し、3,224百万円増加しました。この主な要因は、現金及び預金の残高が4,540百万円、売上債権（「売掛金」と「未

収入金」の合計）の残高が3,574百万円、商品の残高が1,947百万円、差入保証金の残高が1,815百万円となり、前連

結会計年度末残高、それぞれ3,883百万円、2,793百万円、1,087百万円、967百万円に対し、657百万円、780百万円、

859百万円、848百万円増加した一方、のれんの残高が6,049百万円となり、前連結会計年度末残高6,520百万円に対

し、470百万円減少したことによるものであります。

　（負債）

当第２四半期連結会計期間末における負債の残高は20,994百万円となり、前連結会計年度末残高18,414百万円に対

し2,579百万円増加しました。この主な要因は、買掛金の残高が7,557百万円、短期借入金、1年内返済予定の長期借

入金及び長期借入金の合計残高が9,452百万円となり、前連結会計年度末残高、それぞれ6,256百万円、8,636百万円

に対し、1,300百万円、816百万円増加したことによるものであります。

　（純資産）

当第２四半期連結会計期間末における純資産の残高は6,455百万円となり、前連結会計年度末残高5,811百万円に対

し644百万円増加しました。この主な要因は、利益剰余金については、親会社株主に帰属する四半期純利益を588百万

円の計上により増加した一方で、会計方針の変更により303百万円、当社の配当金の支払144百万円が減少し、残高が

3,333百万円となり、前連結会計年度末残高3,191百万円に対し141百万円増加したこと、非支配株主持分については、

子会社の取得に伴い非支配株主持分が705百万円増加し、残高が722百万円となり、前連結会計年度末残高168百万円

に対し553百万円増加したことによるものであります。
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（キャッシュ・フローの状況）

当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という）は、4,516百万円（前年同期

比219百万円の減少）となりました。

①営業活動によるキャッシュ・フロー

営業活動の結果増加した資金は650百万円（前年同期比1,755百万円の減少）となりました。この主な要因

は、税金等調整前四半期純利益を882百万円、減価償却費を269百万円、のれん償却額を302百万円、減損損失

を126百万円計上し、仕入債務が439百万円増加した一方、負ののれん発生益を590百万円計上したことに加え、

売上債権が509百万円増加し、法人税等の支払を337百万円したことによるものであります。

②投資活動によるキャッシュ・フロー

投資活動に使用した資金は230百万円（前年同期比219百万円の減少）となりました。この主な要因は、新規

開局店舗の出店等に伴う有形固定資産の取得による支出が245百万円、連結の範囲の変更を伴う子会社株式の

取得による支出が152百万円、貸付による支出が127百万円であった一方、連結の範囲の変更を伴う子会社株式

の取得による収入が268百万円あったことによるものであります。

③財務活動によるキャッシュ・フロー

財務活動の結果増加した資金は222百万円（前年同期比1,076百万円の増加）となりました。この主な要因

は、長期借入れによる収入が2,000百万円であった一方、配当金の支払額が143百万円、長期借入金の返済によ

る支出が1,483百万円、社債の償還による支出が157百万円あったことによるものであります。

　

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

平成28年１月12日付けの業績予想の修正に関するお知らせで公表いたしました平成28年５月期の連結業績予想に変

更はございません。
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２．サマリー情報(注記事項)に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

該当事項はありません。

　

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

税金費用の計算

当連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利

益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法を採用しております。ただし、当該見積実効税率を用いて税金費用を

計算すると著しく合理性を欠く結果となる場合には、法定実効税率を使用する方法によっております。

　

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

会計方針の変更

「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成25年９月13日。以下「企業結合会計基準」という。）、

「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成25年９月13日。以下「連結会計基準」という。）及

び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号 平成25年９月13日。以下「事業分離等会計基準」とい

う。）等を、第１四半期連結会計期間から適用し、支配が継続している場合の子会社に対する当社の持分変動によ

る差額を資本剰余金として計上するとともに、取得関連費用を発生した連結会計年度の費用として計上する方法に

変更いたしました。また、第１四半期連結会計期間の期首以後実施される企業結合については、暫定的な会計処理

の確定による取得原価の配分額の見直しを企業結合日の属する四半期連結会計期間の四半期連結財務諸表に反映さ

せる方法に変更いたします。加えて、四半期純利益等の表示の変更及び少数株主持分から非支配株主持分への表示

の変更を行っております。当該表示の変更を反映させるため、前第２四半期連結累計期間及び前連結会計年度につ

いては、四半期連結財務諸表及び連結財務諸表の組替えを行っております。

　当第２四半期連結累計期間の四半期連結キャッシュ・フロー計算書においては、連結範囲の変動を伴わない子会

社株式の取得又は売却に係るキャッシュ・フローについては、「財務活動によるキャッシュ・フロー」の区分に記

載し、連結範囲の変動を伴う子会社株式の取得関連費用もしくは連結範囲の変動を伴わない子会社株式の取得又は

売却に関連して生じた費用に係るキャッシュ・フローは、「営業活動によるキャッシュ・フロー」の区分に記載し

ております。

　企業結合会計基準等の適用については、企業結合会計基準第58－２項（３）、連結会計基準第44－５項（３）及

び事業分離等会計基準第57－４項（３）に定める経過的な取扱いに従っており、過去の期間のすべてに新たな会計

方針を遡及適用した場合の第１四半期連結会計期間の期首時点の累積的影響額を資本剰余金及び利益剰余金に加減

しております。

　この結果、第１四半期連結会計期間の期首において、のれん及び利益剰余金はそれぞれ303,126千円が減少して

おります。また、当第２四半期連結累計期間の営業利益及び経常利益はそれぞれ26,593千円減少し、税金等調整前

四半期純利益は6,028千円減少しております。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(平成27年５月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成27年11月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 3,883,545 4,540,703

売掛金 370,400 686,087

商品 1,087,483 1,947,036

未収入金 2,423,225 2,888,309

その他 530,891 691,441

貸倒引当金 △37,670 △49,972

流動資産合計 8,257,876 10,703,605

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 3,374,735 3,544,208

土地 2,637,186 2,658,845

その他（純額） 633,909 716,947

有形固定資産合計 6,645,830 6,920,001

無形固定資産

のれん 6,520,123 6,049,955

ソフトウエア 242,267 313,764

その他 32,955 57,155

無形固定資産合計 6,795,347 6,420,875

投資その他の資産

差入保証金 967,459 1,815,716

その他 1,684,619 1,728,821

貸倒引当金 △147,790 △157,409

投資その他の資産合計 2,504,288 3,387,128

固定資産合計 15,945,466 16,728,005

繰延資産

株式交付費 3,934 2,749

社債発行費 18,588 16,005

繰延資産合計 22,523 18,755

資産合計 24,225,865 27,450,366
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(単位：千円)

前連結会計年度
(平成27年５月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成27年11月30日)

負債の部

流動負債

支払手形 － 137,324

買掛金 6,256,950 7,557,180

短期借入金 3,593 303,052

1年内償還予定の社債 314,000 314,000

1年内返済予定の長期借入金 2,562,988 2,811,903

未払法人税等 271,915 323,407

賞与引当金 83,795 60,026

その他 1,131,611 1,281,231

流動負債合計 10,624,854 12,788,124

固定負債

社債 881,000 724,000

長期借入金 6,069,757 6,337,663

退職給付に係る負債 351,730 426,578

その他 487,495 718,015

固定負債合計 7,789,983 8,206,256

負債合計 18,414,838 20,994,381

純資産の部

株主資本

資本金 1,166,423 1,166,819

資本剰余金 1,234,091 1,152,588

利益剰余金 3,191,557 3,333,299

株主資本合計 5,592,071 5,652,706

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 3,300 1,245

退職給付に係る調整累計額 △21,008 △17,778

その他の包括利益累計額合計 △17,707 △16,533

新株予約権 67,757 97,075

非支配株主持分 168,906 722,735

純資産合計 5,811,027 6,455,984

負債純資産合計 24,225,865 27,450,366
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成26年６月１日
　至 平成26年11月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成27年６月１日
　至 平成27年11月30日)

売上高 19,307,595 21,363,500

売上原価 16,223,465 18,016,567

売上総利益 3,084,130 3,346,933

販売費及び一般管理費 2,561,726 2,847,050

営業利益 522,404 499,882

営業外収益

受取利息 2,683 2,659

受取配当金 332 437

物品売却益 26,908 27,885

受取賃貸料 10,212 7,796

その他 33,725 19,053

営業外収益合計 73,862 57,831

営業外費用

支払利息 91,607 81,614

持分法による投資損失 32,333 7,883

支払手数料 33,988 2,400

休止固定資産費用 7,472 13,496

その他 19,294 29,461

営業外費用合計 184,696 134,856

経常利益 411,570 422,858

特別利益

固定資産売却益 803 62

投資有価証券売却益 499 968

負ののれん発生益 － 590,721

段階取得に係る差益 － 12,555

特別利益合計 1,302 604,307

特別損失

固定資産売却損 142 －

減損損失 － 126,675

固定資産除却損 3,346 17,774

特別損失合計 3,489 144,449

税金等調整前四半期純利益 409,383 882,716

法人税等 314,350 299,291

四半期純利益 95,032 583,425

非支配株主に帰属する四半期純損失（△） △1,863 △5,514

親会社株主に帰属する四半期純利益 96,895 588,940
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四半期連結包括利益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成26年６月１日
　至 平成26年11月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成27年６月１日
　至 平成27年11月30日)

四半期純利益 95,032 583,425

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 882 △2,055

退職給付に係る調整額 3,309 3,230

その他の包括利益合計 4,191 1,174

四半期包括利益 99,223 584,600

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 101,087 590,114

非支配株主に係る四半期包括利益 △1,863 △5,514
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：千円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成26年６月１日
　至 平成26年11月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成27年６月１日
　至 平成27年11月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 409,383 882,716

減価償却費 266,999 269,394

減損損失 － 126,675

のれん償却額 307,970 302,246

株式報酬費用 36,128 30,108

貸倒引当金の増減額（△は減少） △88,206 10,278

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 14,998 15,380

受取利息及び受取配当金 △3,016 △3,097

支払利息 91,607 81,614

固定資産除却損 3,346 17,774

固定資産売却損益（△は益） △660 △62

投資有価証券売却損益（△は益） △596 △968

段階取得に係る差損益（△は益） － △12,555

持分法による投資損益（△は益） 32,333 7,883

売上債権の増減額（△は増加） 1,110,925 △509,728

たな卸資産の増減額（△は増加） △47,154 △24,373

仕入債務の増減額（△は減少） 843,677 439,933

負ののれん発生益 － △590,721

その他 8,072 11,625

小計 2,985,810 1,054,123

利息及び配当金の受取額 950 980

利息の支払額 △94,105 △84,151

法人税等の支払額 △495,050 △337,321

法人税等の還付額 8,993 17,005

営業活動によるキャッシュ・フロー 2,406,598 650,637

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △16,750 △12,400

定期預金の払戻による収入 10,800 41,417

有形固定資産の取得による支出 △400,168 △245,171

有形固定資産の売却による収入 803 290

無形固定資産の取得による支出 △431 △16,550

投資有価証券の取得による支出 △196 △190

投資有価証券の売却による収入 2,207 527

差入保証金の差入による支出 △20,915 △1,901

差入保証金の回収による収入 38,741 14,948

貸付けによる支出 △37,208 △127,500

貸付金の回収による収入 21,000 22,014

事業譲渡による収入 15,702 －

事業譲受による支出 △43,758 －

預り保証金の受入による収入 40 85

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得
による支出

－ △152,261

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得
による収入

－ 268,320

その他 △20,526 △22,482

投資活動によるキャッシュ・フロー △450,661 △230,853

決算短信 （宝印刷）  2016年01月13日 12時25分 12ページ （Tess 1.40(64) 20150116_01）



ファーマライズホールディングス株式会社(2796) 平成28年５月期 第２四半期決算短信

― 11 ―

(単位：千円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成26年６月１日
　至 平成26年11月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成27年６月１日
　至 平成27年11月30日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

連結の範囲の変更を伴わない子会社株式の
取得による支出

－ △228,073

短期借入金の純増減額（△は減少） △4,745 299,458

長期借入れによる収入 820,000 2,000,000

長期借入金の返済による支出 △1,515,384 △1,483,179

リース債務の返済による支出 △59,726 △64,681

社債の発行による収入 292,775 －

社債の償還による支出 △260,000 △157,000

株式の発行による収入 4 1

配当金の支払額 △125,993 △143,205

非支配株主への配当金の支払額 △350 △350

財務活動によるキャッシュ・フロー △853,419 222,971

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 1,102,517 642,756

現金及び現金同等物の期首残高 3,633,300 3,873,422

現金及び現金同等物の四半期末残高 4,735,818 4,516,178
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

当第２四半期連結累計期間（自 平成27年６月１日 至 平成27年11月30日）

該当事項はありません。

決算短信 （宝印刷）  2016年01月13日 12時25分 14ページ （Tess 1.40(64) 20150116_01）



ファーマライズホールディングス株式会社(2796) 平成28年５月期 第２四半期決算短信

― 13 ―

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

前第２四半期連結累計期間（自 平成26年６月１日 至 平成26年11月30日）

１ 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：千円）

報告セグメント

その他
(注)１

合計
調整額
(注)２

四半期連結
損益計算書

計上額
(注)３

調剤薬局
事業

医学資料
保管・管理

事業
計

売上高

外部顧客への売上高 18,203,560 400,164 18,603,725 703,870 19,307,595 － 19,307,595

セグメント間の内部売上
高又は振替高

－ － － － － － －

計 18,203,560 400,164 18,603,725 703,870 19,307,595 － 19,307,595

セグメント利益 624,654 61,541 686,196 4,762 690,958 △168,554 522,404

(注) １ その他には、報告セグメントに含まれない医療モール経営事業、化粧品等販売事業、人材派遣事業、文具等

の販売事業及びコンビニエンスストアの運営事業等が含まれております。

２ セグメント利益の調整額△168,554千円は、報告セグメントに配分していない全社費用であります。

３ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２ 報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

当第２四半期連結累計期間（自 平成27年６月１日 至 平成27年11月30日）

１ 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：千円）

報告セグメント

その他
(注)１

合計
調整額
(注)２

四半期連結
損益計算書

計上額
(注)３

調剤薬局
事業

医学資料
保管・管理

事業
計

売上高

外部顧客への売上高 20,226,872 392,657 20,619,529 743,971 21,363,500 － 21,363,500

セグメント間の内部売上
高又は振替高

－ － － － － － －

計 20,226,872 392,657 20,619,529 743,971 21,363,500 － 21,363,500

セグメント利益又は損失
(△)

646,043 57,437 703,480 △19,089 684,391 △184,508 499,882

(注) １ その他には、報告セグメントに含まれない医療モール経営事業、化粧品等販売事業、人材派遣事業、文具等

の販売事業及びコンビニエンスストアの運営事業等が含まれております。

２ セグメント利益又は損失(△)の調整額△184,508千円は、報告セグメントに配分していない全社費用であり

ます。

３ セグメント利益又は損失(△)は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２ 報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

(固定資産に係る重要な減損損失)

調剤薬局事業セグメントにおいて、休局する店舗（１店舗）の建物及び構築物、並びに土地等の減損損失を計上し

ております。なお、当該減損損失の計上額は、当第２四半期連結累計期間においては126,675千円であります。

(重要な負ののれん発生益)

その他において、新たに子会社を取得したことにより、負ののれん発生益を計上しております。

なお、当該事象による負ののれん発生益の計上額は、当第２四半期連結累計期間においては590,721千円でありま

す。
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